
一橋大学以外の資料を探す・利用する
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 利用方法を考える

必要な資料が学内に無いときは･･･
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図書購入リクエスト（学生リクエスト）
 研究・学習活動に必要な図書を購入する制度です。

 受付期間:4月1日から翌年1月末日まで
（予算の都合で期間前に締め切ることがあります）

 リクエスト冊数・金額の上限
• 学部学生:15冊、30,000円
• 大学院生:30冊、100,000円

（年度1人あたり）

 申込みはMyLibraryから。
利用可能になるまでの所要時間の目安

• 和書:1ヶ月
• 洋書:2-3ヶ月
• 電子ブック:2-3週間
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「図書購入リクエスト」
の要件および申込方法の詳
細は、図書館ウェブサイト
「利用案内＞資料の利用＞
図書購入リクエスト」を参

照ください。

•図書1点当たりの定価＝
1,000円以上、50,000円以
内のものに限ります。

•娯楽小説や資格試験等の受
験参考書など購入の対象外
としているものがあります。



他大学等の蔵書を調べる:CiNii Books 
 日本の大学図書館等約1,300館の所蔵情報

 約1,300万点の書誌と1億5千万件以上の所蔵データから検索可能

 機関認証版（データベースリストからアクセス）では、本学所蔵の優
先表示やHERMES-Linkが使用できて便利
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機関認証版アクセス先
https://opac.lib.hit-
u.ac.jp/opac/gateway/list/search/kywd=SITE051/

著者名や
タイトルで
検索

一般公開版アクセス先
https://ci.nii.ac.jp/books/
※本学ネットワークからアクセスすると、自動的に機関認証版となります。



CiNii Books 検索結果
 例）阿部謹也著『自分のなかに歴史をよむ』
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資料に関する
基本情報

資料を所蔵する
大学図書館等の一覧

所蔵館の
蔵書検索へ



他の大学図書館等への訪問利用
 利用のための手続きを事前に確認

 図書館を通じた事前照会・図書館が発行する紹介状が必要な場合も
 訪問先図書館のウェブサイトを確認する

 利用したい資料を事前に特定

 個人貸出は原則不可（＝館内での閲覧と複写のみ）
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事前照会や紹介状の発行には時間がかかります。
お申込みは、利用希望日の3～5営業日（土日祝日を除く）前までに。



現物貸借
 必要な資料（主に図書）を取り寄せる

 対象館
 国立国会図書館・国公私立大学図書館・一部の研究機関図書室
 公共図書館は原則として不可

 送料・手数料は自己負担

 館内利用等の利用制限が生じることも

 雑誌は取り寄せられない
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大学院生は一人5冊まで
公費負担サービスあり
（4月～1月末まで）



文献複写
 必要な資料（主に論文）のコピーを取り寄せる

 対象館:
 国公私立大学図書館・一部の研究機関図書室
 公共図書館は不可

 送料・手数料は自己負担

 著作権法の範囲内での複写のみ可能
 複写の目的が調査研究のため
 一つの著作物の全体の半分まで（著作権切れの場合のみ全頁複写可）

 雑誌掲載論文は全文複写可（最新号のものは全文複写不可。一つの論文の半分まで）

 2部以上の複製は不可
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論文集（図書）に収録さ
れている論文の場合、
論文全体の半分までしか
複写することができない

詳細は図書館ウェブサイト
利用案内＞資料の利用＞資料の複写「著作権について」

を参照ください。



申込方法
 訪問利用

●メールフォームから申し込む
https://www.lib.hit-u.ac.jp/services/materials/reachout/

 現物貸借・文献複写
MyLibrary ＞ マイページ ＞ 文献複写・貸借申込み
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MyLibraryへのログインは
図書館ウェブサイトのトップ
ページ右上のアイコンから

調べ方ガイド
「008.他機関から複写物や図書を取り寄せる」

についても併せてご覧ください。

https://www.lib.hit-u.ac.jp/retrieval/search/lib-guide/



国立国会図書館
 納本制度により国内の出版物を網羅的に収集

 サービス概要
 要利用者登録
 個人貸出は不可

→当日利用 or 附属図書館を通して現物貸借
 文献複写は個人でも利用可。PDFダウンロードのサービスもあり
 デジタルコレクションで公開されている電子化資料の一部を閲覧可
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国立国会図書館デジタルコレクション
 国立国会図書館で収集・保存

しているデジタル資料を閲覧
できる

 資料の公開範囲は3種類
① インターネット公開資料（誰でも見られる）
② 送信サービスで閲覧可能

・個人向けデジタル化資料送信サービス（個人送信）
・図書館向けデジタル化資料送信サービス（図書館送信）

③ 国立国会図書館内限定資料
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https://dl.ndl.go.jp/

2022年5月19日から個人向けデジタル化資料送信サービスが開始されました。
ご利用には国立国会図書館への個人登録が必要です。詳細は以下を参照ください。

国立国会図書館「個人向けデジタル化資料送信サービス」

一橋大学附属図書館には ②に
対応した専用端末があります。
ご利用は図書館ヘルプデスク
までお申し込みください。



東京都立図書館
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 中央館（港区）と多摩館（国分寺市）の２館
 多摩図書館は「東京マガジンバンク」として雑誌が豊富
 個人貸出は不可

 東京都立図書館統合検索
 都内公共図書館等の蔵書を

まとめて検索できるサービス
 東京都立図書館ウェブサイト

＞ 都内図書館統合検索 へ
https://www.library.metro.tokyo.lg.jp/


